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p.7　図⑥
キャプション

日本でも1948 ～ 52 年にサマータイム
が実施された。

日本でも1948 ～ 51 年にサマータイム
が実施された。

p.32 写真①
写真

扇端 ※扇端はこの写真の範囲外となる。 写真では ｢扇端｣ が写ってい
ないので，その旨を注として記
します。

p.93　図⑥
図中（BS）

サマルカンド（ウズベキスタン） マシュハド（イラン） サマルカンドの気候が地中海性
気候に寄りつつあるため，ス
テップ気候の特徴によく合致す
るマシュハドに変更します。図
⑤へ地名を追加します。

p.102 図④
注記

＊プラチナ，パラジウム，インジウムな
どの総称

＊プラチナ，パラジウム，イリジウムな
どの総称

p.105 図⑥
気候区名

ロンドン Cfa ロンドン Cfb p.51 図⑤ ｢温帯の雨温図｣ 内
のロンドンの気候区は，Cfb と
表示しております。恐れいりま
すが，ご指導の際はこちらもあ
わせてご活用くださいますよう，
お願い申しあげます。

p.109　本文
14～15行目

エラスムス計画が 1980 年に発足し エラスムス計画が 1980 年代に始まり エラスムス計画は，当時の EC
で 1985 年 12 月に 提 案 さ れ，
1987 年 6 月に正式決定されま
した。

p.139　図⑤
図中　注釈

2014 年 9 月現在，ボリビアは
MERCOSUR に加盟手続中

2017 年 8 月現在，ボリビアの
MERCOSUR 加盟は各国議会の批准
待ち。ベネズエラは加盟資格停止中

加盟国についての情報を更新
します。

p.142 図②
図中

〔「外国生まれ」の算出方法〕　これまでは，原典にある「不明者 ( 未回答者 )」
を「その他」としてきました。しかし，｢不明者｣ には自国 ( オーストラリア )
出身者を含む可能性がありますので，算出方法を変更し，より精度を高める
ようにいたします。

p.153　本文
9～12行目

目標年度である 2012 年を過ぎて（→
側注1），2020 年以降の新たな削減目
標に関する協議が行われている。世
界の二酸化炭素排出量の 4 割を占め
る中国とアメリカ合衆国の 2 か国を
含めて，より多くの国々が参加でき
る対策が話し合われている。

さらに 2015 年，すべての国・地域が
参加する初めての国際的枠組み「パ
リ協定」が採択された。この協定では，
温室効果ガスの削減目標に向けて対
策を進め，先進国は発展途上国へ援
助することが定められている（→側
注1）。

p.153　側注1 京都議定書による日本の削減目標は
6%（1990 年比）で，2012 年までに
二酸化炭素の排出量は増加したもの
の，森林整備による二酸化炭素の吸
収と排出権取引により，目標は達成
したとみなされている。

2017 年 6 月，アメリカ合衆国は協定
から離脱することを表明した。

p.153　写真⑦
タイトル

地球温暖化対策を話し合う気候変動
枠組条約第 20 回締約国会議（COP20）
のようす（ペルー，リマ，2014 年撮影）

「パリ協定」を採択した国連気候変動
枠組条約第 21 回締約国会議（COP21）

（フランス，パリ，2015 年撮影）
〔写真差し替え〕

図版などの統計更新
以下の図版について統計更新しております。
　p.13「⑥おもな国の排他的経済水域の面積」 
　p.19「⑤2015年における世界のおもな機構」
　p.109「⑤EU域内の貿易」 
　p.143「⑤オーストラリアを訪れる観光客の変化」
　p.145「⑦オーストラリアの鉱工業」
　p.186「③気象庁が活動を監視している火山の分布」


